
北

伊

豆

地

震

地

踏

査

記

(
望

'
こ
固
版
附
〕

君

塚

康

治

郎

十

一
月
廿
七
円
か
ら
十
二
月
五
日
ま
で
､
箱
根
源
平
か
ら
肘
代
､
丹
那
､

梓
橋
を
握

で原
保
に
至
る
大
断
層
附
近

此

の
酉
域
山
地
及
び
三
島
か
ら
湯
ケ
島
に
至
る

伊
豆
牛
島

を
純
に

切
草
す
る
沖
積
噂
地
域
を
踏
査
し
た
O

其
の
概
要

を
報
曹
致

し
皮

い
｡

第

州

海
串

-
原
保
断
層
附
妊

二

田
代
盆
地

断
暦

田
代
盆
地
の
北
山
地
か
ら
南

に
延
び
た

断
層
は
盆
地
の
両
線
丘
陵
は

開
け
た
畑

地
に
沿
以
南
下
す
る
｡

盆
地

の
水
h
=J集
め
て
南
西
に
流
下
す
る
柿
輝

川
の

f
支
流
の
出
口
附
近
ほ
至
っ

て
水

田
中
に

､
北
十
五
皮

相
の
方
向
は
現

は

ュ々
西
側
が
隅
捜
し
て

ゐ
る
｡

水
田
に
移

北
仰
瓦

地
袋
軸
距
悲
記

剛J結城慣恋路地袋地文伊北

解
十
五
啓

.;T

l
駄



地

球

fS
･L
T<
態

!
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㌍

三

1]
こ

ろ
桝
に
北
<
十
..<
鹿
川
の
地
割
が
あ
っ
/｣
村
側
は
凡
そ
に
十
和
落
下
す

る
｡
新
村

及

び
亀
裂
に
よ
か
囲
ま
れ
た
ー=J
所

に
水
k
.朕

へ
て
ゐ
る
U
叫
び
杓
絃
道
路

に
的
<J
版
行
断
蛤
を
成
し
て
火
㌫
刷
恥
の
烏
店
の
雌
か
1g;
i=ilを
械
ぎ
か
m
代

部
落
の
何
端
>
.走
-
両
線
の
ttt陵
に
糾

い
纏
非
洋
の
lt川
端
に
妓
ぶ
｡
火
{=
刷
舵
で
は
fG
段
と
烏
収
と
の
間
を
過
ぎ
裏

側
即
ち
t:!肘
側
は
北
に
杉
制
す
る
こ
と
<
十
二
桝
に
及
ぶ
が
碑
恥
的
の
移
動
は
認
め
ら
れ
糾
｡
日
代
裡
井
柁
閏
に
あ

稗に北の(榊刀工7)厚防)尿.riiJ紳抑火代rTけ･Irh'酌

む盟1)上月iを状 ,3せ湘

つ
/L
は
略
聞
迫
に
並
行
し
て
走

る
｡
頼
井
潤
に
近

い
畑
で

は
裏
側
の
北
に
移
動
す
る
rJ
と

一
水
六
､
.内
側
が
隅
没
し

て

CJ
来
六
に
通
す
る
.
火
や
=
州
酢
附
虹
で
此
の
断
簡
に
並

走
す
る
噺
桁

h
.見
ら
れ
る
が
､
此
所
で
は
前
述
の
断
簡
の

西
札
を
糾
い
火
の
と
rJ
ろ
に
も
新
府
が
あ
っ
て
北
側
凡
そ

▲
米
の
落
下
h
･諦
め
ら
れ
､
帖
3
円
十
兆
の
小
地
溝
h
l形

成
し
て
ゐ
る
.
父
搾
桁
の
北
力
約
二
千
兆
の
小
･γ
八
丁
と

祁
す
る
桝
で
は
六
帳
の
並
走
し
た
断
蛤
計
克

ら
れ
る
を
以

て
'
水
師
厨
は

一
惟
な
ら
ず
し
て
並
証
せ
る
救
促
の
斯
肘

を
作
以
幅
‥3
四
十
米
内
外
を
算
し
或
は
輸
し
或
は
減
じ
っ

J
南
下
す
る
も
の
と
;
･3惟
せ
ら
れ
る
｡

川
代
盆
地
の
隅
没

(
節
二
川
版
ド
岡
参
照
)

E=代
盆
地
は
大
部
分
水
川
で
'
耕
地
面
椛
約
二
十
町
妙



ほ
掌

る
が
芸

に
苦

錦
秋
斯
-

よ
-

-

る
品

め
ら
れ
る
0
盆
地
の
桐
連
で
は
只
裏

と
な
る
が
､
同

心
側
差

す
0
中
心
に
進
U
に
従
品

段
小
斯
-

-

-

る
0
此
階
段
中
腎

の
警

ら
る
る
は
鷺

約
三
有

水で莞
十

芸乃至
撫
･
中
心
に
讐

-
に
及
び
･
傾
斜
せ
る
階
段
-

す
｡
中
心
の
桁
貰

五

〇
程
遠

し
水
を
港

へ
て
む
る
.

E
代
部
落
に
あ
っ
て
は
斯
盾
上
の
民
家
二
.墓

碑
の
外
被

劣
軽
徴
で
あ
る
｡

二
､
軽

井

浮

斬
官
は
軽
井
津
の
西
端
AJ過
ぎ
小
川
を
越
え
V
.
井
部
盆

地
を
南
北
の
方
向
に
貫
き
畑
の
大
塚
銀
五
郎
氏
作
家
1こ
車
る

那
,
被
書
は
内
代
･
升
郷
の
比
に
あ
ら
ず
L
V
.
部
落
金
瀕

に
近

い
0
同
位
の
北
岡
井
.1
水
は
仝
-
枯
れ
去

る
.
ま
ね

踏
香
中
裂
蔑
地
域
-こ
開
々
見
た
事
で
あ
る
が
軽
井
樺
で
殊
に

著
し
か
っ
た
事
は
･
同
位
の
北
北
端
紳
敢
附
姓
の
畑
地
-こ
栽

培
せ
る
大
根
が
･
畑

孟

-こ
衝
き
出
さ
れ
て
横
倒
し
t!こ
散
在

し
く
む
ね
こ
と
で
あ
る
｡

三
'
井
部
盆
地

丹
都
盆
地
_こ
あ
っ

ては
'
断
官
は
中
央
部
の
新
築
家
屋
AJ

北
仲
立
地
震
れ
純
金
記

甘鴨艮鴨州 るけ於に称央Iは 佑穐盆代蛸 細



地

球

蒜

一
四

構
ざ
ら
畑
と
乙
題
と
の
問
の
谷
は
向
以
水
田
を
過
ぎ
､
薮
は
入
る
ほ
先
だ
ち
畑
の
大
塚
乗
五
郎
氏
住
宅
厄
惨
寮
を
輿

へ
て
ゐ
る
O.
水
田
中
で

(
大
塚
氏
住
宅
か
ら
北

1
五
〇
米
)
水
平
移
動
二
米
二
'
落
差
八
十
粒
を
算
し
西
側
阿
波
す

る
が
'
大
塚
氏
住
宅
地
で
は
(
第

一
間
版
参
照
)酉
側
隆
起
し
て
ゐ
る
｡
方
向
は
北
五
度
東
､
傾
斜
は
南
東
六
十
度
を

示
す

｡
同氏
屋
敷
は
按
す
る
水
田
中
で
ほ
最
大
移
動
を
覆
し
､
水
平
移
動
三
光
五
､
落
差

一
米
瓦
は
達
し
で
ゐ
る
.

是
か
ら
断
層
は
山
地
に
人
身
梓
橋
道
は
沿
以
南
下
す
る
.

四
､
梓

橋

附

近

韮
山
柑
南
棟
か
ら
網
代
に
迫
ず
る
蓬
が
p
梓
橋
の
北
操
棒
川
に
骨
す
る
地
鮎
か
ら
西
方
的
宵
五
十
米
許
-
の
地
'

小
字
八
丁
と
柄
す
る
所
は
西
側
の
山
地
と
東
側
の
低

い
丘
陵
と
は
挟
ま
れ
た
凹
地
で
あ
る
が
､
六
憶
の
南
北
は
並
立

す
る
断
層
が
あ
っ
て
､
其
幅
員
I
i･
米
に
連
す
る
｡
各
断
暦
は
両
側
か
ら
中
央
の
も
の
は
向
以
階
段
状
に
渉
下
す
る

が
落
差
は
著
し
-
な

い
0
叉
此
の
数
健
で
東
側
の
北
に
移
動
す
る
が
､
小
刻
み
に
各
新
暦
線
で
移
動
し
て
ゐ
る
｡
合

計
東
側
の
北
に
移
動
す
る
蔀

一
光
は
達
し
で
ゐ
る
｡
断
固
は
丘
陵
ほ
的
以
南
下
し
.
保
梓
川
の
西
側
の
水
田
を
横
切

-
､
小
城
と
栴
す
る
小
字
,ほ
入
る
｡
小
根
で
は
九
月
の
内
七
月
仝
治
し
.
断
層
は
再
び
水
E=
中
を
淀
む
.
寓
膝
下
組

の
部
落
は
入
る
｡
常
勝
下
組
で
は
八
ia
Jの
内
二
月
仝
潰
し
た
.
断
層
は
南
方
田
原
野
に
向
以
南
下
す
る
｡

殊
に
小
娘
p
歯
路
下
組
閣
の
水
田
中
で
は
､
階
投
降
逓
著
し
-
､
父
地
下
水
の
湧
出
は
よ
-
賂
凍
せ
る
土
砂
を
低

回
鎌
状
に
堆
積
せ
る
も
の
数
知
れ
ず
｡
大
股
浮
橋
部
群
で
は
北
十
1i九
度
東
の
方
向
は
断
層
は
建
っ
て
ゐ
る
｡

五
､
八

幡

附

近

1
.
城

の

山

騎



下
大
兄
村
域
の
兼
北
東
約

一
粁
の
小
学
大
久
保
と
術
す
る
所
は
､
断
層
谷
の
南
端
に
化
し
'
前
述
の
断
層
の
延
長

上
に
あ
る
｡
大
久
保
で
は
畑
地
凡
そ
二
町
歩
に
瓦
わ
由

蹄
形
は
隅
捜
し
最
大
落
差
十
五
米
を
算
す
る
｡
漉
の
阿
波
置

域
に
於
け
る
四
月
は
全
潰
で
あ
る
が
'
城
部
落
に
は
粂
滑
が
覆

い
｡
陥
没
匿
域
に
隣
る
兼
側
の
田
地
は
著
し
-
隆
起

し
濃
大
隆
起
玄
米
玉
.
長
さ
官
七
十
米
'
幅
二
十
五
米
は
蓬
す
る
｡

2
､
八

幡

八
幡
は
此
の
附
近
ほ
於
け
る
随

云

由

基
部
落
で
あ
る
が
垂
潰
家
屋
多
数
殆
ん
ど
金
城
に
近

い
｡
即
ち
丹
那
断
層

の
延
長
上
に
棟
し
､
又
相
模
轡
岸
八
幡
野
か
ら
江
ノ
浦
幣
に
到
る
北
西
･
南
兼
の
地
質
構
造
線
上
に
あ
る
盛
砂
か
｡

3
'
栴

木

下
栃
木
は
大
兄
川
を
隔
て
て
八
幡
に
封
し
被
審
ま
た
八
幡
に
似
る
｡
土
栃
木
で
は
最
勝
院
の
北
約
四
百
米
の
地
に

山
崩
れ
が
あ
っ
た
｡
標
高
二
百
米
附
近
ほ
開
け
て
ゐ
る
桑
畑
東
方
に
崩
壊
し
て
'
人
家
二
月
､
大
名
を
班
捜
し
た
｡

崩
壊
押
出
土
砂
幅
五
十
間
長
rb
I
町
に
達
し
'
人
家
を
蔽
う
ね
土
砂
の
犀
n

一
丈
七
八
は
達
し
､
地
震
後

1
週
間
に

し
て
死
胎
余
部
を
磯
堀
し
た
｡

六
七
冷

川

附

近

伊
某
に
迫
ず
る
折
逆
相
陣
に
多
少
の
亀
裂
は
あ
る
が
､
冷
川
で
は
橋
染
破
損
の
外
'
七
十
月
の
内
二
月
の
峯
概
を

見
た
ば
か
少
'
附
近
京
入
堂
p
下
大
野
､
持
越
､
徳
永
等
北
に
住
家
の
重
機
を
く
､
披
客
極
め
て
軽
微
で
あ
る
｡
冷

川
か
ら
中
大
見
柑
中
原
月
に
通
ず
る
山
路
に
も
崖
崩
れ
二
ヶ
所
あ
つ
た
が
著
し
-
夜
-
p亀
裂
も

1
切
払
め
ら
れ
ぬ
.

七
'
原

爆

附

近

北
伊
豆
地
磁
地
g
;･
速
記

]正

t
五



･LIl

拭

節

十
7
㍍

船

飾

小班

l
l(

1

六

I

t
fii

保

原
保
は
倒
滑
家
屋
多
数
を
る
も
八
幡
ま
わ
は
軽
微
の
棟
で
あ
る
?

原
保
の
中
央
西
側
に
接
す
る
崖
が
崩
壊
し
て
兼

は
押
出
し
高
さ
二
十
間
､
幅
四
十
間
に
逢
す
る
O

原
保
の
南
西
甜
大
見
川
に
現
せ
る
細
木
橋
脇
の
堤
防
か
ら
西
北
酉
に
桑
仕
.
歩
畑
を
横
ぎ
-
小
山
を
越
え

て鮒
之

湯
を
過
ぎ
山
地
綾
入
る
断
層
が
あ
る
｡
北
七
十
度
酉
で
丹
那
断
層
は
略
直
角
の
方
向
を
と
る
｡
畑
の
中
で
は
喰
逮
以

著
し
-
覆

い
が
､
軸
木
橋
に
接
し
､大
見
川
の
西
岸
に
設
け
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
で
最
大
の
移
動
を
覆
し
て
ゐ
る
O

堤
防
は
長
ru
凡
そ
三
十
間
隔

?
開
高
ru
一A間
に
及
ん
で
あ
る
が
此
の
断
層
収
ま
っ
て
北
側
は
兼
に
移
動
し
然
か
も
隆

起
を
な
し
て
ゐ
る
｡
水
準
移
動
八
十
糎
､
落
畢

二
十
五
糎
｡
此
の
断
簡
の
簡
北
西
の
延
長
は
'
狩
野
川
沿
岸
梶
山
に

連
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
東
南
兼
の
延
長
は
漸
次
方
向
を
束
は
担
じ
で
､
原
保
小
尊
枚
及
び
醐
配
の
茂
澄
す
る
丘
陵

の
鞍
部
h
f過
ぎ
甘
引
ほ
入
-
中
部
本
成
寺
に
寅
る
も
の
で
あ
ら
tr
t｡

2
､
管

弓

菅
引
で
は
石

垣
及
び
岬
の
崩
壊
等
著
し
い
｡
就
中
本
成
幸
附
近
は
殊
は
甚
だ
し
い
.

然

し
粂
漁
家
局
在
-
､
原
保

の
比
･で
は
な

い
｡
管
引
の
商
事
は
天
城
山
の
熔
岩
上
に
位
聡
す
る
蔑
め
被
審
鑑
に
軽
敏
で
あ
る
｡

3
､
中
原
月
'
戸
倉
野

繭
部
落
と
･S
被
車
の
甚
だ
し

い
頚
管
引
の
此
で
は
な

い
｡
倒
濃
し
た
家
屋
多
数
p
中
原
月
か
ら
原
保
は
漁
ず
る
鹿

は
､
大
兄
川
は
架
け
た
る
木
造
の
橋
梁
は
中
央
か
ら
折
れ
て
衝

き
上
か
'

へ
の
字
状
を
な
し
て
ゐ
る
の
も
震
動
の
激

甚
夜
-
L
h
.如
賓
に
物
語
る
｡



第
二
､
海
卒
-

原
保
断
層
以
西
の
山
地

1
､
画
商
相
棒
井
輝
か
ら
同
村
平
井
攻
で

軽
井
喋
か
ら
蜜
蜂
攻
で
は
被
番
も
少
在

い
が
p
牽
津
で
は
倒
檎
家
屋
多
-
､
然
か
も
此
の
閥
に
道
路
を
横
断
し
て

南
北
に
延
長
す
る
亀
裂
多
数
を
審

ひ
る
が
南
北
は
連
夜
る
地
質
構
造
線
上
に
位
置
し
て
ゐ
る
｡

串
井
に
於

い
て
は
三
分
の
二
は
金
治
､
他
も
金
治
に
近

い
も
の
で
､
小
部
落
で
あ
る
が
死
者
十
三
名
計
算
L
t
被

害
殊
に
著
し

い
が
'南
北
p
北
東
･南
西
及
び
北
西
･南
東
の
地
質
構
造
線
上
に
位
置
す
る
｡
亀
裂
は
北
七
十
五
度
兼
〇

二
､
韮
山
相
姦
か
ら
梓
橋
ま
で

韮
山
相
姦
か
ら
急
坂
路
を
上
･cl標
高
二
盲
犬
内
外
は
至
れ
ば
綴
傾
斜
の
地
に
達
す
る
｡
網
代
荷
造
に
沿
以
.
附
近

開
墾
せ
ら
れ
て
'
民
屈
散
瓢
す
る
･9
被
客
が
甚
だ
し

い
｡
北
候
辻
を
中
央
は
兼
西
札
三
粁
の
間
は
'
降
格
で
あ
る
が

両
側
の
崖
崩
壊
し
て
'
道
路
に
輯
落
し
た
樹
木
を
交
錯
し
､
通
行
不
可
閥
で
.
崩
壊
せ
る
禿
跡
を
侍
っ
て
僅
か
に
歩

を
進
め
得
ら
れ
る
｡

北
修
の
辻
か
ら

l
､
五
粁
の
地
は
道
路
を
横
断
す
る
亀
裂
の
大
在
る
も
の
桐
側
の
山
地
に
延
長
す
る
｡
北
二
十
五

度
兼
'
北
八
十
五
度
酉
の
方
向
を
と
る
｡
津
幡

へ
の
岐
路
か
ら
兼
凡
三
BTTT米
に
し
て
､
北
二
十
五
度
東
の
断
層
が
あ

て
.
水
平
移
動
は
な

い
が
酉
側
二
十
糎
階
浸
し

てゐ
る
｡
該
断
層
は
両
側
山
地
に
長
-
通
る
｡

三
､
田
中
山
階
没

大
仁
線
型
月
停
頚
場
の
兼
北
東

一
旦
牢
の
行
飛
田
中
山
御
料
地
が
あ
る
｡
御
料
地
は

一
部
開
墾
n
れ
て
畑
地
と
在

っ
て
.
人
家
は
数
軒
宛
瓢
在
す
る
｡
田
中
山
は
南
'
中
､
北
の
T二
組
に
分
れ
て
ゐ
る
が
､
中
組
足
川
直
減
氏
住
宅
附

北
伊
豆
地
袋
地
路
盤
記

忘

一
七



地

球

節
十
五
食

餌

一
班

1八

1
八

荘
約

.1
町
歩
は
亘
ら
階
捜
し
た
｡

里
心
輝
か
ら
商
兼
に
進
路
を
耽
･C/

火
山
岩
層
雲
盛
時
を
上
-,L
里
凧
部
落
を
過
ぎ
､
標
高
二
宵
米
附
近
ほ
至
-,L
.

兼
に
進
む
｡
之
よ
-
田
中
山
南
端
に
至
る
間
､
道
路
の
両
側
の
士
堤
の
崩
壊
碑
落
し

て道
を
塞
ぐ
が
'
北
保
の
辻
の

戒
に
著
し
-
は
な

い
｡
道
路
に
沿
ふ
亀
裂
は
三
四
十
糎
の
幅
員
を
有
す
る
も
の
は
珍
し
-
在

い
｡
北
狩
野
村
下
柵
の

北
方
三
層
六
十
九
来
聴
高
の
高
塚
の
酉

一
粁
の
地
に
､
初
め
て
北
十
五
度
東
の
亀
裂
が
道
路
を
梼
ぎ
-
畑
は
延
長
す

る
79
の
に
遭
ふ
｡
高
塚
の
南
側
に
は
北
八
十
五
度
酉
の
亀
裂
が
あ
っ
て
､
商
側
十
五
糎
許
降
下
し
て
ゐ
る
｡

大
陥
没
地
は
北
保
の
辻
と
北
狩
野
村
茅
野
を
連
ね
る
線
の
略
中
鮎
で
.
田
中
山
か
ら
守
木
､
及
び
田
京
は
通
ず
る

道
に
挟
ま
れ
た
地
積
で
あ
る
｡
此
の
隅
捉
地
の
南

山
粁
の
所
畑
中
は
北
八
十
五
度
鞄
の
断
簡
が
あ
っ
て
'
南
側
二
十

糎
降
下
し
､
長
-
林
の
中
は
延
び
て
ゐ
る
｡
昭
捜
地
は
東
か
ら
酉
は
伸
び
た
丘
陵
で
'
南
の
谷
は
水
爪
と
在
っ
て
ゐ

ら
?
階
段
面
積
凡
そ

1
町
歩
で
無
数
の
亀
裂
磯
達
し
局
部
的
に
陥
没
し
て
ゐ
る
｡
大
髄
亀
裂
の
方
向
拭
北
二
十
屈
皮

束
及
北
七
十
五
度
乃
糞
八
十
五
度
軸
で
､前
者
の
方
向
の
亀
裂
に
よ
る
階
段
が
著
し
い
｡
敢
大
沼
没
四
間
に
達
す
る
｡

此
の
亀
裂
の
内
は
迫
川
氏
の
鍵
屋
の
輯
落
せ
る
様
懐
惨
を

き
は
め
て
ゐ
る
｡

_

四
､
梓
橋
か
ら
田
端
ま
で

L
北
狩
野
柑
安
野
､
茅
野
共
に
被
蜜
著
し
-
､
殊
は
茅
野
は
金
城
の
状
態
で
あ
る
｡
茅
野
の
北
東
方

1
粁
の
道
路
上

は
北
三
十
.Hj
囲
う
北
十
五
鹿
西
の
亀
裂
を
組
む
｡
茅
野
は
南
北
､
西
北
･南
東
の
地
質
構
造
線
上
に
あ
る
｡

下
畑
は
茅
野
に
劣
る
と
は
云
へ
､
故
事
ま
た
著
し
-
小
郵
淋
で
あ
る
が
三
十
万
金
潰
'
死
者
五
名
を
算
す
る
.

第
三
'
-油
津
か
ら
湯
ケ
島
に
至
る
沖
積
地



山

､沿

紐

滑

津
騨
前
迫
･z

L
と
啓
迫
-
市
場
か
ら
凍
る
荷
造
と
の
交
瓢
の
北
隅
は
重
機
二
月
を
出
し
て
ゐ
る
｡
他
は
充
の
剥
落

せ
る
と
FJ
ろ
'
壁
に
亀
裂
の
入
れ
る
と
rJ
ろ
の
あ
る
輝
度
で
あ
る
｡

二
'
三

島

町

三
島
町
で
は
三
島
郵
便
局
東
隣
に
北
酋
-

東
南
の
方
向
は
余
憤
家
屋
多
数
を
占
め
.
此
の
外
三
島
町
輝
か
ら
久
保

に
到
る
間
'
久
保
町
町
(
三
島
醐
配
の
南
側
)
及
び
下
田
街
道
に
滑
ふ
二
日
町
は
仝
情
多
数
を
組
め
､
他
は
被
膚
塵
徴

で
あ
る
｡
三
島
細
動
で
は
鳥
居
内
側
の
燈
純
金
部
火
袋
か
ら
上
部
大
部
分
は
南
に

一
部
は
北
に
樽
落
し
た
｡
樽
落
最

大
距
離

二

五
光
｡
紳
殿
前
の
丸
形
燈
寵
二
基
金
潰
､
其
の
方
向
右
側
の
も
の
は
北
二
十
度
東
で
南
方
は
倒
る
｡

三
､
大

場

商
流
す
る
境
川
を
境
と
し

て両
側
は
川
に
滑
ふ
家
屋
三
月
金
治
の
外
被
蜜
著
し
-
ほ
大
な
ら
ず
､
東
側
は
下
m
衛

道
の
岐
鮎
に
至
る
ま
で
'
殆
ん
ど
金
濃
､
下
目
椅
道
は
沿
う
二

.
優
潰
家
屋
多
数
針
占
め
て
ゐ
る
｡
下
m
蹄
道
か
ら

兼
は
南
側
の
倒
潰
ほ
っ
ぎ
北
側
の
倒
潰
と
在
-
そ
の
方
向
莱
酉
に
近
-

一
直
線
h
･覆
す
｡

四
'
大

場

附

近

大
場
の
北
東
方

二

五
粁
の
執
南
村
赤
玉
で
は
七
十
五
六
町
歩
の
面
積
に
草

Jl
階
捜
隆
起
が
あ
っ
た
｡

熱
海
荷
造
に
的
払
大
場
か
ら

一
､
五
粁
'
残
光
川
む
渡
れ
ば
大
土
肥
の
部
落
が
あ
る
｡
沖
積
地
か
ら
山
は
入
る
と

こ
ろ
.ほ
餌
道
を
横
断
す
る
小
断
簡
を
謎
む
｡
北
三
十
度
兼
で
西
側
二
十
糎
陥
没
し
て
ゐ
る
｡
牝
は
延
長
水
田
中
に
入

る
が
南
は
原
､
楼
過
､
両
氏
佳
宅
の

一
角
を
過
ぎ
大
破
損
を
典

へ
､
を
の
商
松
井
旗
三
氏
宅
の
中
央
を
横
断
し
て
､

北
川
豆
仙
細山
地
的
教
記

]
九

l九



地

代

筋
十
.九
g･)

節

一
懲

こ

こ
C)

松
井
氏
宅
は
令
潰
'

日比
が
延
長
は
凍
光
川
を
膿
ぎ
-
仁
m

小
学
校
む
す
ぎ
'
揃
鵬
に
伸
び
tJ
ゐ
る
根
で
あ
る
｡

仁
は

(
節
二
岡
版
上
聞
参
照
)

同
部
蕗
に
於

い
/L
は
包
炎
推
し
-
､
北
村
に
近
さ
方
向
を
ポ
し
て
ゐ
る
｡
紳
批
前
の
北
淡
-
福
相
の
方
向
の
道
路

上
に
北
ヒ
ト
五
度
束
の
亀
裂
二
代
怖
二
十
塵
に
達
し
'
猿
も
掲
な
る
も
の
は
南
側
十
五
糠
の
陥
没
>
見

る
d
此
の
亀

裂
は
長
-
畑
及
び
人
音
の
妹
F
に
婚
す
る
.

一
氷
像
)
二
恨
む
任
じ
､
亀
裂
上
ーこ
作
況
す
る
納
描
は
を
犯
し
て
わ
る
｡
又
ポ
非
力
卜
〓
氏
宅
で
は
'

北
八
十
瓜
は
EM

節B.-J 四

地の米十二南の節目仁LiJ-.伊紋仁人

tZ党 り上IJvTil-を曲17,3の路線

の
港
裂

(
延
に
八
卜
火
'
成
人
帖
八
十
恥
'
粍

1

.J

‥
水
飴
)
が
化
嬢
と
妨
ぎ
-

､
大
破
損
i
.輿

へ
て
む
る
0

人
仁
線
伊
:=j
L
m
鰐
の
絹
方
凡
二
十
米
の
地

に
北

六
十
五
比
束
の
施
裂
二
喉
を
水

m中
に
謝

り
此
の
亀
裂
に
肌…
ひ
銭
路
は
S
･:L
状
に
拙
曲
し

て
ゐ
る
0

仁
日
か
ら
凡
そ

一
二
.<
粁
絹
方
長
崎
に
姐
ず

る

道
路
上
ー二
は
北
七
十
七J
度
如
及
び
六
十
1.4
.は

加
の
血
塊
教
場
･<L;諦
め
､
道
路
の
東
川
1,～7
兆
の



水
m
中
に
地
震
後
孤
束
が
噴
出
し
ね
が
三
日
.ほ
し
で
冷
却
し
た
｡

伊
豆
仁
田
鰐
の
西
方
,
塚
本
に
迫
ず
る
道
路
上
曙
に
隣
し
て
南
北
の
亀
裂
二
候
を
静
め
'
典
に
南
北
水
田
中
に
延

長
す
る
｡

要
す
る
に
仁
阿
附
近
で
は
'
東
西
に
近
い
亀
裂
優
越
す
る
と
北
ハほ
南
北
の
粕
裂
む
交

へ
て
ゐ
る
｡
仁
田
野
の
東
商

に
近

い
亀
裂
は
仁
田
部
落
の
も
の
に
蓮
-
逮
-
兼
西
に
延
長
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

来歴-宅被部-の村山韮

計七A｣二チ刺田 松悲内申申■･.-▲■一一一‥八請 柄樵 小樵 守衣 匹】良町 紘

五-ヒ 七 -Ⅳ二L
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川 帆 ○三汚二八

九蕊 璽
- - - LTt1
_V. A 八

王LlL壬r 七 ｣PLi .円 列三餐九 九.ヨ工 .旦_叫

北

仰

立

地

餌

軸
距

登
記

五
､
韮
山
村
附
近

基
山
付
金
柑
､
川
西
柑
古
楽
及
長
岡

温
泉
､
並
び
に
江
開
村
の

li
部
殊
に
発

憤
家
屋
多
数
且
死
者
数
多
-
出
し
て
‥ゐ

る
｡
今
韮
山
村
に
就

き
故
事

t
覚
を
掲

げ
る
と
上
の
様
で
あ
る
｡

表
竪
不
は
し
た
様
に

金

治
家
屋
及
死

者
多
-
'
激
甚
を
震
動
を
受
け
た
る
を

想
像
さ
れ
る
｡
然
し

て原
木
か
ら
南
棟

に
至
る
ま
で
下
田
術
道
に
沿
う
て
'
下

田
術
道
の
東
側
が
殊
に
烈
し
か
つ
ね
模

様
で
あ
る
｡
原

木
の
死
者
三
名
中
の
二

三

二
J



鴎 五 第

tI電 り上方LTiを頼家壌脚の並前僻岡見丑伊

筋
十
五
噛

r7
l
班

三

二
二

名
は
大
仁
線
原
木
停
車
場
の
倒
渦
に
依
る
.
ま
ね
伊
豆
長
岡
辞
附
道
で
は
凡

そ
:二
+
lI
ば
か
-
で
あ
ー･T
が
死

者
十
九
名
と
貸
し

てゐ
る
0

川
押
付
ir
奈
及
長
岡
納
温
泉
非
は
亀
裂
多
牧
を
蓮
路
及
び
屋
敷
内
に
生
じ

例
的
家
帖
多
赦
h
.古
め
敏
活
が
著
し
い
.
長
岡
か
ら
三

沖
に
乗
る
蓮
に
は
僅

朋
の
馬
め
道
路
を
遮
っ
た
桝
が
あ
る
｡
古
楽
で
は
ポ
ン
プ
を
以
て
汲
上
げ
て

わ
た
井
11
水
が
地
質
と
S
.ほ
温
泉
と
在
か
､
噴
出
量
大
な
る
尊
め
却
っ

て慮

分
に
窮
す
る
桝
二
ヶ
所
あ
る
.

汀
開
村
S
絹
江
問
附
近
殊
_こ
被
劣
大
な
る
模
様
で
あ
る
｡
西
方
特
と
越
え

て
駿
河
清
･:,岬
に
山
づ
れ
ば
'
被
蕃
穣
め
て
軽
故
で
､
辞
神
村
多
比
は
全
潰
寮

.35
二
l
AJH
し
た
の
み
で
あ
る
｡

伊
豆
遊
間
坪
の
東
側
桑
畑
か
ら
水
田
に
か
け
て
鎖
状
の
亀
裂
もこ
l
b
格
渡
し

た
地
域
が
あ
る
が
規
模
は
小
さ
い
｡

六
､
修

善

寺

修
善
寺
町
で
は
郵
便
局
脇
の
倒
碑
家
屋
は
貯
水
池
の
秋
碑
に
ェ
る
流
水
の

馬
め
で
他
に
は
枇
溝
は
約
人
ど
な

い
が
修
善
寺
か
ら
四
方
北
側
の
家
尾
に
は

比
較
的
被
瑞
大
き
-
文
の
剥
落
し
た
も
の
､
石
造
の
建
物
の
殆
A

ど
奄
味
･U･

近
い
も
の

1
横
を
恕
め
た
｡
河
床
-こ
位
置
す
る
北
岡
温
泉
は
洩
出
貴
職
暮こ

甘



{ 六 第

(山瀬片x)tl賃g上西糖を浪離山の山鍵村野称下

麓
伊
文
壇
粛
嶋
耗
左
記

加
し
た
｡

七
'
年

川

附

近

修
善
寺
停
車
場
か
ら
東
南
東
に
開
け
た
谷
'
大
見
川
の
洗
城
-こ
料
以
中
大

･見
材
人
件
に
寅
る
ま
で
'
小
部
落
散
在
す
る
が
是
等
の
内
'
北
側
の
年
川
は

金
碕
家
屋
井
-こ
多
数
A･占
め
て
ゐ
る
.
附
近
北
十
五
度
西
の
亀
裂
正
路
A
J横

断
す
る
も
の
救
健
と
強

め
た
｡
大
見
川
の
南
側
で
年
川
の
南
東
-こ
あ
た
る
小

川
で
は
大
多
数
倒
放
し
た
｡

入
､
下
狩
野
村
佐
野

小
字
梶
山
の
山
津
浪

梶
山
の
東
南
東

一
粁
の
一と
rJ
ろ
･
四
空

ハ
米
凄
高
の
片
瀬
山
及
び
北
五
十

五
度
西
の
方
向
に
開
い
た
谷
の
崩
壊
し
た
城
坤
が
地
震
直
後
谷
h
t叶
う

V押

出
し
･
谷
トー
に
位
置
し
た
四
声
の
内
三
戸
十
五
名
A
･生
埋
め
_こ
し
'
何
も
狩

狩
川
A
J突
破
し
て
共
の
封
韓
の
竹
漉
せ
で
伸
び
狩
野
川
AJ
一
時
年
止
め
た
｡

押
出
境
坤
の
厚
三

妄

乃
至

1
丈
長
さ
十
欺
町
'
輯
二
首
五
十
米
-こ
善
し
'

押
出
の
方
向
は
南
五
十
五
度
西
谷
の
方
向
で
あ
る
0
附
荘
狩
野
川
淳
に
は
集

束
岩
層
A
J基
盤
もこ
櫨
坤
A
J堆
積
し
く
む
る
0
上
大
兄
相
好
告

鴨
胃
の
屯
育

延
長
上
に
位
雷
し
て
ゐ
る
｡

地
震
以
凍
附
妊
青
年
{
'
在
精
算
人
共
力
'
ま
た
加
茂
郭
そ
の
亀
の
義
雷

.

主
二
三



地

理

節
十
五
.竹

節

Z
敬

二
蜘

二
四

を
村
て
日
々
三
田
名
内
外
が
死
鰭
の
登
城
に
勤
ひ
る
が
､

三
名
磯
風
の
外
飴
･etに
規
模
大
在
る
山
津
浪
の
馬
め
､
-他

は
倒
臼
正
午
迄
に
は
敬
見
せ
ら
れ
ぬ
｡
然
し
て
狩
野
川
の
水
は
比
の
山
津
浪
は
よ
る
ロ
ー
ム
の
為
め
下
流
は
黄
褐
色

は
渦
濁
し
て
ゐ
る
｡
沼
津
附
近
河
口
の
渡
課
に
大
支
障
あ
-
と
で
､
砂
防
工
事
計
董
中
と
の
轟
で
あ
る
｡

九
'
佐

野

以

南

中
狩
野
村
育
羽
根
で
は
役
場
及
小
撃
棟
を
は
じ
め
粂
潰
家
屋
多
数
を
出
し
て
ゐ
る
.
梓
橋
か
ら
大
野
､
年
川
を
経

て
､
膏
羽
状
に
至
る
窮
線
上
に
僻
概
し
て
ゐ
る
｡

･見
よ
-
以
南
は
被
害
軽
微
で
あ
る
が
月
ヶ
瀬
に
至
っ
て
被
害
ま
ね
著
し
-
多

き
を
認
め
た
.

湯
ケ
島
に
あ
っ
て
は
屋
根
瓦
の
波
打
て
る
と
fJ
ろ
垣
根
土
壌
の
勧
潰
し
た
79
の
が
あ
る
が
､
故
事
は
極
め
て
数
々

凍
る
も
の
で
あ
る
｡
轍
泉
の
塵
化
は
温
度
を
少
し
-
噂
し
た
と
の
轟
で
あ
る
が
著
し

い
鼻
化
は
夜

S
｡

第
四
､
結

音

Eid

以
上
踏
査
せ
る
置
域
を
温
覚
す
る
と
､

二

衡
平
か
ら
原
保
に
至
る
断
暦
は
近
接
す
る
部
落
で
は
'
北
は
塵
井
摩

.′_＼

a
/外
被
事
は
著
し
-
な

5,｡
南
は
八
幡
か
ら

原
保
は
至
る
間
の
部
落
大
見
川
は
沿
ふ
も
の
は
著
し
-
被
蜜
が
大
き

S.

之
か
ら
僅
か
に
兼
は
偏
し
た
冷
川
附
近
で
は
政
審
極
め
て
軽
微
で
あ
る
｡
原
保
附
近
で
も
天
城
の
溶
岩
上
ほ
の
つ
て

lid

ゐ
る
部
落
は
ま
ね
軽
徴
で
あ
る
｡

二
'
山
地
は
あ
つ
で
は
'
雌
高
二
宵
米
か
ら
四
百
米
の
問
は
被
事
が
甚
だ
し

い
｡

切一u

就
中
南
部
北
候
の
辻
か
ら
田
中

山

御

料
地
､
北
狩
野
柑
茅
野
､
下
畑
附
近
著
し
-
.
被
審
大
き
-
殊
は
田
中
山
は

ーヽノ

於

い
て
著
し
い
｡
三
'

三
島
か
ら
旺~
京
に
至
る
地
溝
に
あ
っ
て
は
'
就
中
地
溝
の
東
関
側
山
地
に
移
る
と
こ
ろ
.
演

iⅦ一u

北
に
滑
以
故
事
甚
だ

し
-
､
大
場
､
仁
凹
附
近
で
は
兼
酉
に
近

い
亀
裂
を
生
じ
被
害
ま
ね
大
で
あ
る
｡
地
溝
の
歯
部



(ii)

南
修
を
中
心
と
す
る

完
W
で
は
小
陥
没
地
も
見
ら
れ
p
被
害
殊
に
著
し
-
大
き

い
｡
四
､

大
仁
以
南
場
ケ
島
に
至
る

iZq

間
は
梶
山
､
脊
羽
根
､
月
ヶ
瀬
の
如
-
'
局
所
に
被
蜜
が
大

き
い
｡
以
上
南
北
'
北

西

･

南
東
､
北
兼
｡南
酉
及
莱
酉

の
地
質
構
造
線
上
及
び
之
等
の
交
錯
地
に
位
置
す
る
も
の
殊
に
被
境
が
華
し

い
O

附
託

昭
利
五
祥
十

二
月
十
六
日
や
眉
二
伸
上
-
光
束
帝
幽
大
鶴
地
謡
桝
光
俳
に
開
か
れ
た
節
五
十
五
凹
談
話
骨
に
於

い
て
､
邪
飛
信
治
押
上
争
彦

及
び
小
叩
孝
雄
氏
時
の

｢
伊
宜
地
笹

の
前
袋
淡
に
倣
東

の
前
納
に
就

い
て
(
洩
軸
)
｣
な
る
拭
雄
に
於

い
て
公
表
さ
れ
た
伊
に
ょ
れ
ば
'
昭
和
五
年
二
月

以
降
十

二
月
十
誠
臼
迄

の
地
鎚
は
,託
と
し
て
か
北
総
泉

の
北
田
な
る
灘

認
川
附
妃
及
び
同
弛
泉
南
北
柏
上
の
地
下
に
群
雄
す
る
も
の
と
､
此
の
外
に
倣

.El
に
は
沼
津
肘
と
封
島
村
八
僻
村
を
紡
び
付
け
る
北
4,TE
･南
米
税
の

1
部
分
な
る
伊
豆
牛
飴
の
地
下
に
特
に
碑
築
す
る
も
の
と
が
あ
る
｡
此
の
北

四
･
領

水
紙
上
に
於
け
る
倣
'813
の
分
布
は
地
鰐

を
起
し
た
勢
力
の
何
た
る
か
を
暗
示
す
る
も

の
と
し
て
滋
も
流
嬰
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
(
本
間
)

目
本
地
国
に
適
度

し
た

ボ

ン

ヌ
氏
斜
軸
投
影
固
法
口

丸

山

隆

玄

m
p
投
影
法
に
伴
ふ
東
の

一
般
の
怯
則

地
球
の
異
の
形
状
は
粗
略
楯
凧
階
で
あ
る
が
､
そ
の
偏
平
率
が
小
貰
い
か
ら
取
扱
以
の
便
宜
上
之
れ
計
完
金
在
る

球
と
著

へ
る
乙
と
も
で
き
る
｡
地
球
む
か
-
球
と
考

へ
る
rJ
と
は
よ
っ
て
賓
際
と
ど
の
位
の
差
異
と
巷
ず
る
か
と
云

ふ
rJ
と
は
洗
-
考

へ
な
け
れ
ば
在
ら
な

い
の
で
あ
る
が
｡
之
れ
に
つ
い
て
は
最
後
ほ
少
し
吟
味
し
て
見
や
う
と
恩
ふ

と
に
か
く
､
地
球
む
か
-
の
如
-
球
と
考

へ
て
を
の
車
種
を
単
位
ほ
と
わ
'
そ
の
中
心
を
原
動
と
し
て
巷
間
に
頂

交
朝
を
と
れ
ば
､
地
球
の
表
面
に
洛
い

て､
経
緯
皮

(壱
)
と
云
ふ
鮎
は
此
の
煙
塵
系
は
附
し
て
寡
聞
座
標

日
本
地
図
に
抱
瑞

し
た
ボ
ン
ヌ
氏
斜
軸
投
形
ー村
法

志

二
五


